
４１名の新１年生を迎え、生徒数１１５名，Ｐ数１０７戸、学校

職員数２２名で、令和２年度がスタートしました。本年度は、校長

をはじめ教職員も大幅に変わりました。これまでの素晴らしい伝統

をしっかりと受け継ぎながら、新たな気持ちで生徒一人一人の瞳が

輝く学校づくりに、全職員が一丸

となって取り組んでまいります。

尚、本校は、「地域とともにある

学校」を目指しています。これま

で同様、保護者の皆様、地域の皆

様のご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。

５月６日までの休校が続いてい

ます。５月１７日（日）に予定し

ていた体育大会ですが、当初は縮

小・内容精選して午前中で実施と

いう計画と立てていました。しか

し、緊急事態宣言が全国に拡大し、

和水町周辺市町村も全て中止もし

くは延期ということで、本町でも

延期という措置をとることになり

ました。また、中体連関係の行事

も変更を余儀なくされており、現

段階で体育大会の期日を決定でき

ません。子ども達がとても楽しみ

にしている行事であり、是非実施

したいと考えています。期日が決

まり次第連絡します。
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【校訓】気力・体力・学力・勤労

生徒一人一人が輝き、

確かに伸びる菊水中
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「命」「前向き」「感謝」
２月２８日以来、約一月半ぶりの

登校となった４月８日、新２、３年
生全員が揃って、始業式を行うこと
ができました。まだまだ感染症拡大
防止対策をとりながらのスタートと
なりましたが、生徒達に次の３つこ
とをお願いしました。
（１）命を大切にすること
まずは、新型コロナウィルス感染

症に感染しないために、最大限の努
力をするということです。この病気
は命を奪います。自分の命を守る、
周りの人の命を守ると言う意味でも
絶対に感染しないよう努力してくだ
さい。手洗い、うがい、体温チェッ
ク、咳エチケット等守ることがたく
さんあります。もちろんいじめは絶
対ダメです。どうか、自分を大切に
するとともに、周りの人も大切にし
てください。
（２）前向きに努力すること
これからの状況はどうなるかわか

りません。多くの行事が昨年どおり
という訳にはいきません。制限があ
る中で、行事の内容や君たちの行動
を考えていかなければなりません。
しかし、前向きに考えてください。
思うようにできないことを悩むので
はなく、どうやったらできるか考え
てください。３年生の頑張りにかか
っています。２年生は、３年生の姿
をしっかり見ていてください。
（３）感謝の気持ちを大切に
今日の始業式を迎えるにあたって

も、たくさんの人が協力してくれま
した。マスク一人２枚は和水町が準
備してくれました。新しい教室の机
・椅子移動は時間短縮のために、学
年の先生が運んで並べてくれまし
た。消毒液は保健の先生が準備して
くれました。また、君たちが手を触
れる部分は、すべてアルコール消毒
をしてくれています。これまでの休
みは、保護者の方が昼ご飯などを準
備してくださったと思います。君た
ちは一人で生きているのではなく、
たくさんの周りの人の努力があって
生きているということです。いつも
「感謝」の気持ちを忘れないように
してください。

（４／８ 始業式 校長講話より）

～令和２年度職員～

校長 平野由記男

教頭 杉森 正彦

教務主任 小山 一英

１年主任 池田 完治

１の１担任 髙松 一美

ふなやま学級担任 目久美和美

２年主任 小林 美幸

２の１担任 松﨑 千武

２の２担任 久保 一真

３年主任 城戸 千鶴

３の１担任 林 竜太郎

３年副担任 西澤 渚

なごみ学級担任 堀川 智惠

養護助教諭 平山 幸恵

栄養教諭 德永 早織

主任事務職員 梅本 理美

町支援員 米田 景一

町支援員 尋木 雅子

町支援員 古田 育恵

心の教育相談員 福田いつ子

英語指導助手 原賀 美賀

司書補助員 髙谷 和生

※写真はＨＰで確認を！

和水町の花は「向日葵（ひまわり）」

で、その花言葉は「あなただけを見つ

める」です。向日葵の花のように、菊

水中の一人一人がしっかりと輝き、同

じ方向を向いて努力できたらという願

いをこめて、学校便りの題名を「向日葵」としました。

（ひまわり）

菊水中学校ホームページを作っています。
菊水中ホームページを日々更新しています。現在のところ、学

校からの連絡事項、年間行事、月行事等を掲載しています。時間

があるときに、時々閲覧してみてください。

ＵＲＬ： http://jh.higo.ed.jp/kikusui/


